
京都中央信⽤⾦庫の事業適応計画のポイント

京都中央信⽤⾦庫は、各店舗の空調装置を⾼効率空調装置へ更新するとともに、店舗の新築建替えによりセンサー連動の⾼
効率空調装置およびLED照明の導⼊を⾏います。
これにより、各店舗の電⼒消費に伴うCO2排出量を削減し、炭素⽣産性の向上を図ります。

2024年3月27日

１．事業適応計画の実施期間
2022年3月〜2024年3月

２．生産性向上目標
炭素⽣産性を22.2％向上することを目標とする。

３．前向きな取組の内容
各店舗の空調装置を⾼効率空調装置へ更新するとともに、
店舗の新築建替えによりセンサー連動の⾼効率空調装置
およびLED照明の導⼊により、炭素⽣産性の向上を図る。

４．支援措置
税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

＜取組の内容のイメージ＞＜事業適応計画の概要＞


